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２ 

〔１〕  方向の初速度であるので   

〔２〕 鉛直方向に対して     

〔３〕 水平方向に対して    

 に 〔１〕の  ，〔２〕の  を代入して整理すると    

〔４〕 壁は OT の中間にあるので，最高点で壁を超えればよい。 

 鉛直方向に対して    

 これに〔３〕の  を代入して   

〔５〕 仕事とエネルギーの関係より   

       

〔６〕 水平方向に対して      

〔７〕 鉛直方向に対して    

 これに〔６〕の  を代入して       

 これを〔５〕に代入して       

〔８〕 水平方向に対して    

 鉛直方向に対して    

 ２式より  を消去して    

 よって壁の高さは    

x vx = v1 cos θ

−v1 sin θ = v1 sin θ − gt1 ∴ t1 =
2v1 sin θ

g

D = vxt1

vx t1 v1 =
gD

sin 2θ

02 − (v1 sin θ )2 = 2(−g)H

v1 H =
tan θ

4
D

1
2

mv2
A − μmg cos 45∘ ×

2D
4

= mg
D
4

+
1
2

mv2
A

∴ vA = v2
2 −

9gD
16

3
4

D = vA cos 45∘ ⋅ t2 ∴ t2 =
3 2D

4vA

−
D
4

= vA sin 45∘ ⋅ t2 −
1
2

gt2
2

t2 v2
A =

9gD
16

v2 =
9
8

gD

1
4

D = vA cos 45∘ ⋅ t3

Δy = vA sin 45∘ ⋅ t3 −
1
2

gt2
3

t3 Δy =
5
36

D

D
4

+
5

36
D =

7
18

D
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0120-192-215
https://www.mebio-eishinkan.com/

本解答速報の内容に関するお問合せは

https://www.mebio.co.jp/
0120-146-156

03-3370-0410
1-37-14

https://yms.ne.jp/

26年度解答速報はメルマガ登録または LINE 友だち追加で全科目を閲覧
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